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ウエンディ２１は障害のある人の社会参加を支援するグループです。 
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日
本
の
神
々
を
描
い
た
会
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
季 

の
ぼ
る 

 
 

 
二
・
こ
こ
は
、
本
当
に
病
院
か
？ 

 

そ
れ
か
ら
、
三
年
の
時
が
流
れ
た
。
太
郎
は
こ
の
夏
、
映
画
館

で
上
映
さ
れ
る
、
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
そ
し
て
母
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
、「
千
尋
と
不
思
議
な
町
」

と
い
う
本
を
広
げ
、
誰
も
い
な
い
夜
の
中
華
料
理
店
で
動
く
人
影

や
、
湯
屋
で
働
く
千
尋
の
前
に
次
々
と
現
れ
る
日
本
の
神
々
を
見

て
、
な
お
さ
ら
見
た
い
思
い
を
募
ら
せ
た
。
―
―
け
れ
ど
、
あ
ま

り
、
楽
し
み
に
し
過
ぎ
て
、
体
調
を
崩
し
、
深
夜
、
両
親
に
連
れ

ら
れ
て
、
北
九
州
市
門
司
区
の
病
院
に
、
緊
急
入
院
の
形
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

 

太
郎
は
、
鍵
の
付
い
た
扉
や
、
ぼ
ん
や
り
明
か
り
の
付
い
た
廊

下
を
、
男
性
の
看
護
師
さ
ん
か
ら
案
内
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後

の
扉
を
閉
め
る
と
、
「
あ
な
た
の
部
屋
は
こ
こ
で
す
。
」 

 

と
言
わ
れ
た
。
辺
り
の
廊
下
は
、
警
報
機
や
非
常
口
の
、
赤
や

緑
の
光
に
音
も
な
く
染
め
ら
れ
て
い
る
。
す
ぐ
そ
こ
に
は
、
入
浴

室
が
在
っ
た
。
太
郎
が
、 

 

「
こ
こ
は
不
思
議
の
町
で
す
か
？ 

」 

 

と
、
た
ず
ね
る
と
、
そ
の
看
護
師
さ
ん
は
、
目
を
ギ
ョ
ロ
ッ
と

さ
せ
て
、
優
し
く
う
な
づ
い
た
。 

 

そ
し
て
、
太
郎
は
ベ
ッ
ト
で
、
布
団
を
か
ぶ
っ
て
静
か
に
眠
っ

た
。 

 

三
時
頃
、
ト
イ
レ
に
起
き
た
。
ま
だ
薄
暗
い
。
広
い
食
堂
を
横

切
る
時
、
窓
か
ら
外
を
見
た
。
暗
い
畑
の
向
こ
う
に
、
森
が
見
え

る
。
な
ん
と
も
寂
し
い
景
色
だ
。
こ
こ
は
二
階
の
よ
う
だ
っ
た
。

こ
こ
は
「
不
思
議
の
町
」
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
た
だ
の
病
院
だ
。

も
し
こ
の
建
物
が
、
フ
ェ
リ
ー
だ
っ
た
ら
面
白
い
の
に
―
―
。
ト

イ
レ
に
行
く
と
、
か
わ
い
い
、
お
猿
さ
ん
の
似
顔
絵
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
扉
に
、
貼
ら
れ
て
あ
っ
た
。
親
切
に
、
「
ト
イ
レ
」

と
、
書
か
れ
て
あ
る
…
。
ト
イ
レ
を
済
ま
し
、
外
に
出
る
と
、
急

に
、
気
笛
の
音
が
と
ど
ろ
い
た
。 

 
 
 

三
・
い
ざ
、
出
航
！ 

 

窓
越
し
に
外
を
見
る
と
、
太
郎
は
驚
い
た
。
一
面
、
黒
々
と
し

た
海
が
広
が
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

「
海
だ
！ 

」
と
、
太
郎
は
叫
ん
だ
。
空
に
は
月
が
光
っ
て
い

る
。
「
周
防
灘
だ
よ
。
」 

 

い
つ
し
か
、
さ
っ
き
の
看
護
師
Ｏ
さ
ん
が
、
太
郎
の
横
に
立
っ

て
い
た
。
で
も
、
太
郎
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
こ
こ
は
病
院

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
―
―
？ 

す
る
と
、そ
の
看
護
師
Ｏ
さ
ん
は
、 

 

「
何
も
不
思
議
が
ら
ん
で
い
い
っ
ち
ゃ
。
あ
な
た
は
、
東
京
に

行
き
た
い
ん
や
ろ
？ 

東
京
の
ス
タ
ジ
オ
何
と
か
っ
て
い
う
所
で

働
き
た
い
ん
で
し
ょ
。
」 

 

「
ソ
、
そ
れ
は
そ
う
で
す
け
ど
…
。
」 

 

太
郎
は
、
な
ぜ
自
分
の
思
っ
て
い
る
事
が
分
か
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
不
思
議
に
思
っ
た
。 

 
「
こ
の
病
院
は
フ
ェ
リ
ー
に
な
る
事
を
知
ら
ん
や
っ
た
ん
か
。

こ
ん
な
に
港
が
近
い
の
に
…
。
」 

Ｏ
さ
ん
は
そ
う
言
う
と
、
海

の
ず
っ
と
遠
く
を
眺
め
た
。
太
郎
は
、「
何
だ
か
夢
の
よ
う
で
す
。」

と
言
っ
て
笑
っ
た
。 

 

「
さ
あ
、
起
床
時
間
ま
で
、
あ
と
三
時
間
あ
る
か
ら
早
く
寝
な

さ
い
。
」
看
護
師
さ
ん
に
言
わ
れ
た
の
で
、
太
郎
は
、
波
の
音
を

聞
き
な
が
ら
寝
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 
 

（
つ
づ
く
） 
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ピア・カウンセリング 北九州市から委託を受けてピア・カウンセリング事業を行っていま

す。ピア・カウンセリングとは同じ障害を持つ仲間どうしで情報を提供しあったり体験を共

有し勇気づけたり問題を解決する手助けを行うものです。平日の 11:00から 15:00までの最

長２時間、月に５回まで無料で受ける事が出来ます。時間外や訪問も場合によっては、ご自

宅、喫茶店、病院等ご自由な時間帯にやっています、当事者だけでなくご家族のカウンセリ

ングも行っております。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

発行 平成３１年４月１１日 ＮＰＯ法人ウエンディ 

地域活動支援センター ウエンディ本部 

〒800-0043  北九州市門司区緑ヶ丘 10番 19号 

Tel : 093-383-3169 Fax : 093-391-2167 Mail  wendy21@f2.dion.ne.jp http://www.wendy21.jp 

 

週刊ナースＲｅｉｋｏ！ 寒暖差による不調「春バテ」が急増⁉ 

男性 57% 女性 64% ６割以上が春（３〜４月）に心身の不調「春バテ」 
（症状）➀だるさ、倦怠感➁疲労感➂気分が落ち込む④肩こり➄イライラする。 

（原因） 春特有の寒暖差（なりやすい人） ➀冷え性の人（血のめぐりが悪い）➁

冬に風邪をひくなどで体調を崩した人➂もともと体力のない人④冬の間に運動を

せずに脂肪をため込んだ人 （予防と対策） ➀炭酸入浴で身体を温めて寒暖差によ

る身体への影響を防ぐ ➁首温めがポイント！ 外へ出る瞬間に寒いと感じない工夫

をする ③食事はよくかむことが効果的。内臓脂肪を燃やして体温を上げる。 

編集後記 ： けんちです♪ 新年度明けましておめでとうございます。入院していましたが、

何とか、社会復帰できた私です。皆さんも何とか上手に乗り超えている事と思います。私

的な事ですが、若年性統合失調症で、総合特別支援中学校、通い始めた娘が、無事に

高校入学する事ができました。本来嬉しい筈なのですが、家族としては不安と期待が半

分半分の所です。１日１日を大切にして、乗り越えている最中です。新年度に入りましたの

で、早速、小倉で交流会を開きたいと思いますが、まだじっくり構える形で、皆さんとの波長

を合わせるのが、苦手（皆さんもそうだと思いますが）なので、１歩を踏み出すのに緊張をし

ている所です。病院スタッフや親しくなった人々の事も気になりますし、昔からの知り合いも

気になっている所です。新門司病院支部にストップをかけられたのが１０年以上前なので、

今更？ 的な事も感じています。今は出会った人、一人一人の存在を気にかけながらも、

通ったり訪問したりして実際に顔と名前が一致した人だけの支援にくれていますので、「春

バテ」の皆さんを急がすような事はしたいとは思っていません。皆さんが落ち着いてから、

そして私の「春バテ」が落ち着いてから動きだそうと思っています。四季の移ろいもこの歳

になったら、あっという間に過ぎてしまうので、夏までには、小倉支部を立ち上げたいと思っ

ています。１日で出来る事は限られていますので、通常の活動を継続、持続しながらの活

動になるので、やはり、皆さんには、積極的にウエンディを利用して頂かないと、支部の運営

どころか、本部の運営すらできなくなってしまう可能性もあります。逆に考えて春明けという

考え方も出来ると思います。春になると元気が出て動き出すメンバーもかなりいます。１２

月に弱いメンバーや力の出るメンバーや、それぞれがかばいあって活動を持続させる事

で、ウエンディは存続できるのです。どうか例年の事と諦めないでください（私も）。宜しくね。 

mailto:wendy21@f2.dion.ne.jp
http://www.wendy21.jp/

